
明
治
キ
リ
ス
ト
教
と
宗
教
多
元
主
義
の
諸
問
題

―
事
例
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
か
ら
（
２
）

氏
　
家
　
法
　
雄

１
　
は
じ
め
に

本
稿
は
、『
東
洋
学
術
研
究
所
紀
要
』（
二
二
、
二
〇
〇
六
年
）
の
拙
稿
の
続
編
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
ユ
ニ
テ
リ

ア
ン
派
の
活
動
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
三
つ
の
事
項
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
現
今
の
宗
教
多
元
主
義
に
関
す
る
議
論
の
整
理
、

②
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
思
想
と
歴
史
、
そ
し
て
、
③
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
を
初
め
て
日
本
に
紹
介
し
た
矢
野
文
雄
の
言
説
の
検
討
が
そ
れ
で
あ

る
。
明
六
社
系
の
啓
蒙
知
識
人
た
ち
は
、
�
我
の
み
正
し
�
と
す
る
頑
迷
な
�
正
統
派
�
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
た
ち
の
姿
に
辟
易
と
し
て

い
た
が
、
人
心
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
宗
教
や
道
徳
の
必
要
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

で
あ
る
。
矢
野
文
雄
の
言
説
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
彼
ら
啓
蒙
知
識
人
た
ち
が
、
科
学
や
学
芸
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
諸
宗
教
間
の

調
和
を
唱
え
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
を
い
か
に
待
望
し
た
の
か
理
解
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
引
き
続
き
、
来
日
後
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
を
検
討
す
る
。
構
成
と
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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１．

は
じ
め
に

２．

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動

―
ナ
ッ
プ
来
日

３．
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
か
ら
『
宗
教
』
へ

４．

運
動
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム

５．

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
か

―
宗
教
研
究
へ
の
専
心

６．

佐
治
実
然
と
岸
本
能
武
太
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム

７．

宗
教
多
元
主
義
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム

８．

結
論

な
お
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
今
回
は
、「
１．

は
じ
め
に
」
か
ら
「
４．

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
か

―
宗
教
研
究
へ
の
専
心
」

部
分
ま
で
を
収
載
す
る
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
来
日
後
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
の
検
討
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
な
お
、
次
号
で
は
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
受
容
し
た
二
人
の
象
徴
的
な
人
物
、
佐
治
実
然
と
岸
本
能
武
太
の

足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
最
後
に
宗
教
多
元
主
義
の
問
題
と
し
て
こ
れ
を
論
じ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

２
　
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
―
ナ
ッ
プ
来
日

ナ
ッ
プ
来
日

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
（T

he
A

m
erican

U
nitarian

A
ssociation

）
の
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・
メ
イ
・
ナ
ッ
プ
（A

rthur
M

ay
K

napp

）

の
日
本
派
遣
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
の
九
月
に
決
定
さ
れ
た
（
１
）
。
こ
の
ナ
ッ
プ
派
遣
の
背
景
と
、
日
本
で
の
受
け
入
れ
体
制
に
関

し
て
は
、
ま
ず
福
澤
諭
吉
の
意
向
が
大
き
く
反
映
し
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い

（
２
）
。
前
述
し
た
と
お
り
矢
野
文
雄
の
言
説
か
ら
、
ユ
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ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
来
日
が
明
治
期
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
に
待
望
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
福
澤
諭
吉
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
現
実

に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
人
々
と
深
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
か
ね
が
ね
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
べ
き
と
言
っ
た
も
の
の
正
統

派
宣
教
師
た
ち
の
頑
迷
な
態
度
や
布
教
方
法
に
困
却
を
感
じ
て
い
た
福
澤
諭
吉
に
と
っ
て
、
寛
容
な
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
は
好
ま
し
い
宗
教

に
思
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
福
澤
は
、
そ
の
息
子
の
一
太
郎
と
捨
次
郎
を
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
学
ば
せ
て
い
た
が
、
実
は
一
太

郎
が
留
学
中
、
偶
然
ボ
ス
ト
ン
で
ナ
ッ
プ
に
出
会
い
、
二
人
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
一
太
郎
に
宛
て
た
福
澤
の
手
紙
（
一
八
八
七
年

（
明
治
二
〇
）
一
〇
月
一
三
日
付
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

今
度
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ン
の
僧
に
て
ナ
ッ
プ
と
申
人
日
本
へ
参
候
に
付
、
其
出
発
前
、
日
本
の
言
語
風
俗
を
取
調
度
に
付
、
貴
様
が
其
家
へ

参
る
べ
き
よ
し
。
是
れ
は
面
白
き
事
な
り
。
何
卒
相
談
の
出
来
候
様
致
度
所
祈
候
。
現
今
日
本
に
在
る
宣
教
師
等
も
、
其
布
教
の
方
法
に

は
殆
ん
ど
困
却
致
し
居
候
よ
し
。
是
れ
ま
で
も
随
分
本
国
の
金
を
ば
費
し
た
る
こ
と
な
ら
ん
な
れ
ど
も
、
其
金
丈
け
の
功
能
は
な
き
様
に

相
見
へ
候

（
３
）

偶
然
の
出
会
い
か
ら
一
太
郎
は
ナ
ッ
プ
の
家
に
寄
宿
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
ナ
ッ
プ
の
方
で
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
一
太
郎
か
ら
日

本
の
事
情
を
聞
い
た
り
、
一
太
郎
の
方
で
も
積
極
的
に
日
本
伝
道
を
後
押
し
す
る
形
で
、
来
日
後
の
住
居
の
世
話
や
布
教
上
の
便
宜
な
ど
、

具
体
的
な
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
た
の
で
あ
る

（
４
）
。

こ
の
ナ
ッ
プ
の
日
本
に
向
か
う
送
別
会
が
、
一
一
月
六
日
、
ボ
ス
ト
ン
第
二
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。
ナ
ッ
プ
自
身
の
演
説
の
ほ
か
、
こ

こ
で
は
一
太
郎
の
弟
・
福
澤
捨
次
郎
の
演
説
も
な
さ
れ
た
。
演
説
の
要
旨
は
、『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
、『
ボ
ス
ト
ン
新
聞
』
記
事

の
訳
文
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る

（
５
）
。
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ナ
ッ
プ
は
こ
の
演
説
で
、
来
日
の
目
的
と
し
て
「
我
宗
教
は
実
に
真
理
な
り
汝
の
宗
教
は
誤
謬
な
り
」
と
言
う
た
め
で
は
な
く
、「
人

を
引
入
る
ゝ
が
為
に
あ
ら
ず
し
て
唯
其
人
と
協
議
す
る
が
為
め
」
に
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
「
協
議
す
る
が
為
」

に
関
し
て
は
改
め
て
述
べ
る
が
、
こ
の
あ
り
方
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
日
本
伝
道
に
お
け
る
基
本
的
態
度
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ナ
ッ
プ
の
来
日
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
一
二
月
二
一
日
で
あ
る
。

遠
島
欽
二
は
、「
総
て
の
宣
教
師
は
押
し
か
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
宣
教
師
だ
け
は
招
か
れ
て
来
た

（
６
）
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
福
澤
は
ナ
ッ
プ
夫
妻
の
来
日
を
い
た
く
歓
迎
し
、
二
人
の
密
接
な
交
遊
が
こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
。
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）、
ナ

ッ
プ
が
日
本
を
去
る
と
き
は
、
そ
の
離
日
に
あ
た
り
自
宅
で
送
別
会
も
開
催
し
て
い
る

（
７
）
。

福
澤
の
宗
教
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
冷
淡
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
対
す
る
期
待
は
き
わ
め
て
大
き
か

っ
た
。
そ
の
期
待
と
は
、
功
利
主
義
的
宗
教
観
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
ゆ

に
て
り
あ
ん
』
に
寄
せ
た
、
福
澤
の
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
雑
誌
に
寄
す
」
が
、
そ
の
参
考
に
な
る
。
福
澤
は
そ
の
小
文
で
、
自
分
が
い
ま
だ

仏
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
信
仰
し
て
は
い
な
い
が
、
宗
教
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
、
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

〔
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
は

―
筆
者
註
〕
其
果
し
て
宗
教
な
る
と
然
ら
ざ
る
と
は
余
が
関
せ
ざ
る
所
な
れ
ど
も
、
教
の
目
的
は
人
類

の
位
を
高
尚
に
し
て
、
智
力
の
働
き
を
自
由
に
し
、
博
愛
を
主
と
し
、
一
個
人
一
家
族
の
関
係
に
至
る
ま
で
も
、
之
を
網
羅
し
て
善
に
向

は
し
む
る
に
あ
り
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
都
て
是
れ
現
在
の
人
事
に
し
て
、
余
輩
宗
教
不
案
内
の
者
に
も
甚
だ
解
し
易
く
、
果
し
て
其
実
効

を
奏
せ
ん
に
は
、
人
間
至
大
の
幸
福
こ
れ
に
過
る
も
の
あ
ら
ず
、
就
中
一
個
人
一
家
族
の
関
係
を
善
に
進
る
と
は
、
今
日
我
日
本
社
会
の

急
要
に
し
て
、
遠
き
に
至
る
は
近
き
よ
り
す
る
の
諺
に
ち
が
わ
ず
、
現
在
の
家
を
極
楽
に
せ
ん
こ
と
を
偏
に
希
望
す
る
処
な
り

（
８
）
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福
澤
の
言
葉
か
ら
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
、
①
人
類
愛
・
博
愛
志
向
、
②
近
代
科
学
と
の
矛
盾
の
な
さ
（
智
力
の
働
き
）、
③
一
個
人

の
幸
福
と
社
会
の
繁
栄
を
め
ざ
す
視
点
、
へ
の
共
感
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
、
歓
迎
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
福
澤
一
人
で
は
な
い
。
ナ
ッ
プ
の
社
交
的
な
性
格
も
幸
い
し
、
政
府
の
要
人
や
教
育
者
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
例
え
ば
加
藤
弘
之
、
中
村
正
直
、
増
島
六
一
郎
、
志
賀
重
昂
、
杉
浦
重
剛
、
三
宅
雪
嶺
ら
に
も
ナ
ッ
プ
は
歓
迎
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
徳
川
義
礼
侯
爵
、
佐
野
常
民
子
爵
、
黒
田
長
成
侯
爵
ら
上
流
階
級
の
人
々
も
、
積
極
的
に
ナ
ッ
プ
を
支
援
し
た
。

ナ
ッ
プ
の
説
い
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム

で
は
、
来
日
し
た
ナ
ッ
プ
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
日
本
人
に
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ナ
ッ
プ
が
、
日
本

で
講
演
も
し
く
は
寄
稿
し
た
初
期
の
も
の
と
し
て
は
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
四
月
一
五
日
に
慶
應
系
の
団
体
・
交
詢
社
で
講
演
し

た
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
之
教
義

（
９
）
」
と
、
雑
誌
『
日
本
人
』
に
、
そ
の
主
筆
・
志
賀
重
昂
の
求
め
に
応
じ
て
記
し
た
「
余
が
日
本
に
来
遊
せ
る

旨
趣
を
述
ぶ
」

（
10
）

の
二
つ
が
あ
る
。

前
者
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
教
え
を
述
べ
た
後
、
ナ
ッ
プ
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
が
、
教
派
で
は

な
く
運
動
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
自
己
の
信
仰
を
絶
対
化
し
て
他
の
宗
教
を
、「
ヒ
ー
ズ
ン
と
云
ふ
が
如
き
侮
慢

の
語
」
を
用
い
て
呼
ぶ
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
態
度
は
後
者
の
「
余
が
日
本
に
来
遊
せ
る
旨
趣
を
述
ぶ
」
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
明

確
に
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ッ
プ
は
そ
の
中
で
、
自
分
が
決
し
て
日
本
人
を
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
改
宗
さ
せ
る
た
め
に
来
た
の
で
は
な

い
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
来
日
は
「
信
徒
を
得
る
に
非
ら
す
し
て
、
朋
友
を
博
す
る
」
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、

信
徒
を
得
る
の
で
は
な
く
、「
諸
般
宗
を
比
較
的
に
研
究
」
し
た
り
、「
諸
宗
教
を
早
呑
込
す
る
の
精
神
に
非
す
し
て
、
之
を
研
究
し
、
之

と
同
感
を
表
示
」
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、、
諸
宗
教
の
比
較
的
研
究
が
、
当
然
そ
の
立
場
か
ら
生
ず
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。

ナ
ッ
プ
は
来
日
し
て
三
ヶ
月
後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
に
最
初
の
報
告
書
を
送
っ
て
い
る

（
11
）

。
そ
こ
で
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
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ズ
ム
が
日
本
の
知
識
階
層
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
滞
在
の
印
象
も
綴
っ
て
い
る
。

ナ
ッ
プ
が
、
日
本
に
抱
い
た
印
象
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
日
本
で
は
、
近
代
西
洋
文
明
の
伝
来
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教

が
伝
播
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
、
根
強
い
反
感
が
あ
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
ナ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、

そ
の
反
感
は
、
日
本
人
の
国
民
性
に
由
来
す
る
と
い
う
が
、
す
な
わ
ち
、
①
寛
容
で
、
②
現
世
主
義
的
で
、
③
奇
蹟
を
認
め
た
が
ら
ず
、

④
人
間
の
可
能
性
を
信
ず
る
日
本
人
の
性
格
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
性
に
対
し
て
①
排
他
的
で
、
②
超
俗
的
で
、
③
奇
跡
を
信

じ
、
④
贖
罪
を
説
く
正
統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
が
歓
迎
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
期
待
さ
れ
る
面
が

大
き
く
な
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

現
実
に
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
三
位
一
体
が
何
な
の
か
、
と
か
、「
正
統
」
派
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
違
い
が
何
な
の
か
、
と
い
う

こ
と
は
た
し
か
に
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
者
な
ら
と
も
か
く
、
一
般
の
日
本
人
か
ら
す
れ
ば
、
等
し
く
異
国

の
宗
教
で
あ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
好
ま
れ
な
か
っ
た
要
因
を
分
析
し
、
全
く
異
な
る
方
向
を
提
示

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
が
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
四
点
を
踏
ま
え
た
上
で
の
対
応
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
な
か
で
も
、
他
宗
教

と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
く
る
こ
と
の
で
あ
る
。

ナ
ッ
プ
は
、
来
日
の
目
的
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
て
い
る

（
12
）

。

第
一
が
、
日
本
の
知
識
階
層
の
間
で
の
日
本
の
宗
教
状
況
を
調
べ
る
こ
と
。

第
二
が
、
そ
の
階
層
の
人
々
に
ア
メ
リ
カ
の
自
由
思
想
を
知
ら
せ
る
こ
と
。

第
三
が
、
同
じ
人
々
に
自
由
思
想
や
近
代
科
学
と
調
和
す
る
形
態
の
キ
リ
ス
ト
教
を
示
し
て
、
で
き
る
だ
け
協
力
を
え
る
こ
と
。

こ
の
三
つ
を
言
い
換
え
る
な
ら
は
、
す
な
わ
ち
、
①
日
本
の
宗
教
の
調
査
研
究
、
②
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
伝
達
、
③
諸
宗
教
間
の
相
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互
の
協
力
、
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
来
、
日
本
で
布
教
に
あ
た
っ
て
い
た
正
統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
②
の
伝
達
は
あ
っ

た
が
、
①
の
調
査
や
、
③
の
協
力
の
側
面
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
は
正
統
派
と
の
対
応
上
か
ら
も
、
調

査
と
協
力
の
側
面
を
強
く
う
た
う
よ
う
に
な
る
。
ナ
ッ
プ
が
、
来
日
に
際
し
て
「
人
を
引
入
る
ゝ
が
為
に
あ
ら
ず
し
て
唯
其
人
と
協
議
す

る
が
為
め
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
側
面
が
運
動
を
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
。

３
　
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
か
ら
『
宗
教
』
へ

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
は
、
福
澤
を
始
め
各
界
名
士
の
後
援
も
あ
っ
て
、
順
調
に
伸
展
し
た
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
五
月
に

一
時
帰
国
し
た
ナ
ッ
プ
は
、
日
本
で
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
よ
る
宗
教
運
動
が
有
望
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
一
〇
月
に
宣
教
師
の
マ
ッ
コ
ー

レ
イ
（C

lay
M

acC
auley

）
を
伴
っ
て
再
度
来
日
す
る
。
こ
の
時
は
調
査
目
的
で
は
な
く
、
日
本
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
拓
す
る
た
め
の
正

式
な
宣
教
師
と
し
て
の
来
日
で
あ
る
。
翌
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
一
月
に
は
、
英
国
か
ら
宣
教
師
ホ
ー
ク
ス
（H

.W
.H

aw
ks

）
を
迎
え
、

小
教
派
と
し
て
は
、
充
実
し
た
陣
容
を
も
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
始
さ
せ
た
。
ま
た
ナ
ッ
プ
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
改
宗
を
求
め
な
く
て
も
、

自
ら
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
な
り
た
い
と
い
う
日
本
人
が
、
次
々
に
集
ま
っ
て
き
た
。
二
月
に
は
麻
布
飯
倉
町
に
惟
一
館
と
称
さ
れ
る
ユ
ニ
テ

リ
ア
ン
協
会
の
本
部
を
設
置
し
、
三
月
一
日
に
は
、
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
を
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
を
主
筆
と
し
て
創
刊

で
き
る
ま
で
に
進
展
す
る
。
当
時
の
日
本
は
、
条
約
改
正
交
渉
の
失
敗
に
由
来
す
る
拝
外
主
義
・
国
粋
主
義
の
風
潮
が
一
層
高
ま
る
中
で

あ
っ
た
が

（
13
）

、
再
来
日
後
お
よ
そ
半
年
で
本
部
を
設
置
し
、
機
関
誌
の
発
行
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
よ

う
な
小
教
派
の
活
動
と
し
て
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た

（
14
）

。

明治キリスト教と宗教多元主義の諸問題
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『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
の
刊
行

さ
て
、
雑
誌
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
の
お
も
て
表
紙
裏
に
は
、
次
の
よ
う
な
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
教
義
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

ゆ
に
て
り
あ
ん
教
根
本
の
主
義

第
一
、
基
礎
、
、

此
教
の
基
礎
と
す
る
所
は
口
碑
的
の
憑
拠
に
あ
ら
ず
し
て
道
理
的
と
理
学
的
の
真
理
に
あ
り

第
二
、
方
法
、
、

此
教
の
方
法
と
す
る
所
は
全
く
討
究
の
自
由
な
る
に
あ
り

第
三
、
目
的
、
、

此
教
の
目
的
と
す
る
所
は
一
個
人
及
社
会
の
道
徳
を
最
も
高
尚
な
る
域
に
発
達
せ
し
む
る
に
あ
り

ゆ
に
て
り
あ
ん
教
徒
普
通
の
説

第
一
、
宗
教
、
、

は
必
ず
し
も
迷
信
に
あ
ら
ず
人
類
の
上
帝
に
対
す
る
関
係
及
義
務
の
自
然
に
し
て
若
か
も
必
要
な
る
言
明
な
り

第
二
、
基
督
教
は
其
純
粋
な
る
教
義
に
於
て
上
帝
の
天
父
た
る
こ
と
と
人
類
の
同
胞
た
る
こ
と
を
教
ゆ
る
宗
教
な
り

第
三
、
上
帝
、
、

は
永
遠
無
窮
の
力
と
智
慧
と
慈
悲
と
に
し
て
自
然
発
達
の
方
法
に
依
り
て
宇
宙
を
導
く
も
の
な
り

第
四
、
人
類
、
、

は
発
達
の
最
も
高
尚
な
る
結
果
な
り
唯
夫
高
尚
な
る
が
故
に
上
帝
の
子
と
称
す
る
を
得
る
な
り

第
五
、
経
典
、
、

は
人
間
の
著
作
を
集
蒐
し
た
る
も
の
に
し
て
誤
謬
あ
り
と
雖
と
も
人
類
宗
教
的
性
質
の
最
良
な
る
言
明
を
含
蓄
す
る
も
の

な
り

第
六
、
基
督
、
、

は
宗
教
的
発
達
に
於
て
人
類
を
導
き
た
る
教
導
者
中
其
最
も
卓
越
な
る
も
の
な
り

第
七
、
世
界
の
各
宗
教
は
皆
交
友

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
し
て
各
々
長
所
あ
り
と
雖
と
も
尽
く
同
一
の
本
源
と
同
一
の
目
的
を
有
す
る
も
の
な
り

ま
た
創
刊
号
の
内
容
か
ら
も
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
考
え
方
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
長
く
な
る
が
そ
の
「
目
次
」
も

確
認
し
て
お
き
た
い
。
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社
説

発
行
之
趣
旨

論
説

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
一
の
宗
教
な
り
　
　
　
　
　
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
ホ
ー
ク
ス

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
一
の
社
会
力
な
り
　
　
　
　
ア
ー
サ
ー
、
メ
イ
、
ナ
ッ
プ

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
一
の
道
徳
力
な
り
　
　
　
　
ク
レ
ー
、
マ
ッ
ク
コ
ー
レ
ー

祝
詞

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
な
る
雑
誌
の
発
刊
を
祝
す
　
加
藤
弘
之

寄
書

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
雑
誌
に
寄
す
　
　
　
　
　
　
　
　
福
沢
諭
吉

ナ
ッ
プ
君
の
雑
誌
発
行
に
つ
き
一
言
す
　
　
　
　
中
村
正
直

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
雑
誌
発
行
に
就
て
　
　
　
　
　
　
杉
浦
重
剛

言
行
録ド

ク
ト
ル
、
チ
ャ
ン
ニ
ン
グ
の
小
伝
　
　
　
　
　
Ｃ．

Ｍ．

雑
報

執
筆
陣
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
六
社
系
の
人
々
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
た
。
両
者
の

間
に
お
の
ず
と
考
え
方
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
自
然
科
学
、
社
会
科
学
と
調
和
し
た
宗
教
の
必
要
性
や
宗
派
意

明治キリスト教と宗教多元主義の諸問題
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識
に
と
ら
わ
れ
な
い
宗
教
性
に
よ
る
道
徳
の
涵
養
が
両
者
の
共
通
点
で
あ
る
。

雑
誌
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
は
、
宣
教
師
の
ほ
か
に
、
日
本
人
と
し
て
は
佐
治
実
然
、
有
賀
長
雄
、
志
賀
重
昂
、
金
子
堅
太
郎
、
大
内
青

巒
、
三
宅
雄
二
郎
、
荒
川
重
秀
ら
が
寄
稿
し
た
。
編
集
の
実
務
に
あ
た
っ
た
の
は
荒
川
重
秀
で
あ
る
が

（
15
）

、
彼
は
札
幌
農
学
校
の
第
一
期
生

で
あ
り
、
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
す
る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
中
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
思
想
に
接
し
た
こ
と
が
縁
と

な
り
、
日
本
に
お
け
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
運
動
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
か
ら
『
宗
教
』
へ

こ
の
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
一
〇
月
に
第
二
〇
号
を
も
っ
て
終
刊
と
し
、
翌
一
一
月
か
ら
は
、
改
め
て

月
刊
雑
誌
と
し
て
『
宗
教
』
が
刊
行
さ
れ
た

（
16
）

。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
を
『
宗
教
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

改
め
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
宗
教
』
創
刊
号
の
お
も
て
表
紙
裏
に
は
、「
主
義
之
宣
言
」
と
題
し
て
、
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

長
く
な
る
が
引
用
し
た
い
。

主
義
之
宣
言

宗
教
は
上
帝
を
知
覚
し
自
ら
神
意
と
信
ず
る
所
に
従
ひ
生
活
の
方
向
を
決
す
る
所
の
も
の
な
り

「
宗
教
、
、

」
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
弘
道
会
に
於
て
発
行
し
其
目
的
は
純
正
宗
教
の
知
識
と
実
践
と
を
明
に
し
之
れ
が
改
良
進
歩
を
計
る
に
あ

り
元
来
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
宗
教
上
の
一
運
動
に
し
て
其
本
源
と
歴
史
と
に
於
て
基
督
教
た
り
然
れ
ど
も
「
宗
教
、
、

」
は
決
し
て
表
題
に
掲

げ
た
る
潤
大
包
容
の
名
目
に
背
き
一
宗
一
派
に
偏
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
基
督
教
の
自
由
及
び
進
歩
的
発
達
に
し
て
普
及
倫
理
、
及
び
普
及
宗
教
と
異
名
同
義
た
ら
し
め
ん
と
の
希
望
を
有

す
故
に
曰
く
世
界
の
宗
教
は
千
差
万
別
各
其
形
状
を
異
に
す
と
雖
ど
も
均
し
く
是
を
円
満
な
る
一
大
宗
教
の
一
面
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
と
、
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さ
れ
ば
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
は
誠
実
に
上
帝
を
尊
崇
し
宗
教
的
智
識
と
生
活
と
を
探
求
す
る
の
徒
に
向
っ
て
仝
情
を
表
し
交
友
た
ら
ん
事

を
希
望
す
る
も
の
な
り

日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
は
上
帝
の
天
父
な
る
事
及
び
人
類
の
同
胞
な
る
事
を
信
じ
此
雑
誌
を
奉
じ
て
以
て
完
全
な
る
至
真
と
正
道
と

の
本
領
を
世
界
に
拡
張
せ
ん
と
す

余
輩
は
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
教
の
何
者
た
る
を
一
層
明
瞭
に
せ
ん
が
為
左
に
該
教
徒
の
根
本
主
義
及
び
其
普
通
信
仰
を
記
せ
ん

「
主
義
之
宣
言
」
に
続
く
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
の
根
本
の
主
義
」
お
よ
び
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
普
通
の
信
仰
」
は
、
雑
誌
『
ゆ
に
て

り
あ
ん
』
に
掲
げ
ら
れ
た
前
述
の
も
の
と
、
多
少
の
表
現
が
異
な
る
の
み
で
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る

（
17
）

。

『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
の
名
を
『
宗
教
』
と
改
め
た
理
由
は
、「
主
義
之
宣
言
」
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
派
の
「
潤
大
包
容
の
名
目
に
背
き
一
宗
一
派
に
偏
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
」
性
格
を
、
い
っ
そ
う
鮮
明
に
せ
ん
と
の
主
張
で
あ

る
。
加
え
て
こ
こ
で
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
が
、「
元
来
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
宗
教
上
の
一
運
動
」
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
に
は
、
仏
教
徒
で
あ
っ
た
佐
治
実
然
も
参
加
し
て
い
た
。
佐
治
は
、
兵
庫
県
の
真
宗
寺
院
の
息
子
だ
が
、
自
然
科
学

を
好
み
、
上
京
し
て
大
内
青
巒
の
影
響
を
受
け
、
東
本
願
寺
か
ら
は
離
れ
た
。
荒
川
重
秀
が
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
の
編
集
を
辞
し
た
後
、

マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
神
田
佐
一
郎
を
佐
治
実
然
の
と
こ
ろ
に
遣
わ
し
、
ま
も
な
く
開
講
予
定
の
東
京
自
由
神
学
校
の
講
師
を
要
請
し
た
。
や

が
て
、
ナ
ッ
プ
と
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
と
、
た
が
い
に
語
り
あ
う
う
ち
に
、
彼
ら
の
話
す
宗
教
と
、
自
己
の
到
達
し
た
宗
教
観
が
き
わ
め
て
類

似
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
、
佐
治
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
に
加
入
し
て
、
そ
の
会
堂
で
説
教
を
す
る
ほ
ど
の

幹
部
の
一
人
に
な
っ
て
い
た

（
18
）

。

佐
治
の
よ
う
な
仏
教
徒
を
も
「
包
容
」
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
宗
派
と
し
て
の
枠
組

み
か
ら
一
歩
踏
み
出
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
機
関
誌
改
名
の
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
日
本
の
ユ
ニ
テ
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リ
ア
ン
協
会
が
、
母
国
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
以
上
に
「
包
容
」
性
を
示
し
た
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
宗
派
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
福
澤
ら
の
保
護
を
受
け
、
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
動
的
風
潮
に
の
っ

て
、
そ
の
運
動
は
順
調
な
展
開
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
宗
教
』
へ
の
改
名
と
い
う
変
化
は
、
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
な
く
、
そ
の
誌
面
に
も
お
な
じ
よ
う
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。『
宗
教
』

誌
上
に
は
、「
宗
教
起
源
論
」、「
宗
教
の
進
化
」、「
宗
教
の
研
究
方
法
に
就
い
て
」、「
宗
教
研
究
の
諸
方
面
」
と
い
っ
た
論
説
が
次
々
と

現
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
人
々
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
教
会
形
成
の
側
面
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
宗
教
研
究
も
し
く
は
宗
教
間
対
話
の
�
場
�
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
特
色
が
強
烈
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
協
会
が
発
刊
し
た
『
ゆ
り
て
り
あ
ん
』
お
よ
び
『
宗
教
』
は
一
宗
派
の
機
関
誌
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
宗
教
雑
誌
と
呼
ぶ
方
が
ふ
さ

わ
し
く
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
宗
教
研
究
の
雑
誌
と
し
て
は
そ
の
嚆
矢
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
宗
派
の
機
関
誌
が
、
博
く
宗
教
と

い
う
共
通
項
を
た
よ
り
に
、
宗
派
を
超
え
た
共
同
討
議
の
場
を
設
け
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
驚
異
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

東
京
自
由
神
学
校
の
設
立

時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
、
機
関
誌
発
行
だ
け
で
な
く
神
学
校
の
設
立
に
も
着
手
す
る
。
ち
ょ
う
ど
、『
ゆ
に

て
り
あ
ん
』
が
終
了
し
、『
宗
教
』
へ
と
改
名
刊
行
さ
れ
る
時
期
と
重
な
る
が
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
一
〇
月
、
加
賀
町
の
館
内
に

東
京
自
由
神
学
校
を
発
足
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
神
学
及
び
宗
教
の
科
学
的
研
究
を
奨
励
し
、
而
し
て
其
結
果
を
以
て
、
人
生
の
実
際
に
応
用
せ
ん
」

（
19
）

こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
東
京
自

由
神
学
校
で
は
、
宗
教
の
自
由
討
究
や
比
較
研
究
が
奨
励
さ
れ
、
修
業
年
限
は
三
年
と
定
め
ら
れ
た
。
学
生
は
七
人
で
、
教
授
陣
に
マ
ッ

コ
ー
レ
イ
や
ロ
レ
ン
ス
の
ほ
か
、
ナ
ッ
プ
が
福
澤
諭
吉
に
斡
旋
し
た
慶
應
の
三
人
の
外
国
人
教
授
、
そ
れ
に
金
森
通
倫
が
担
当
し
た
。

一
〇
月
一
五
日
、
神
学
校
の
開
校
式
で
は
、
校
長
に
就
任
し
た
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。
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東
京
自
由
神
学
校
は
、
将
来
神
学
を
以
て
、
科
学
の
一
科
と
し
て
研
究
す
る
の
処
の
、
一
大
神
学
校
と
為
さ
ん
事
を
冀
望
す
る
も
の
に

し
て
、
決
し
て
、
一
宗
派
、
一
門
流
に
偏
執
す
る
も
の
に
非
す
、
反
て
総
て
の
科
学
と
調
和
し
得
る
処
の
、
神
学
を
教
授
す
る
も
の
な
り

（
20
）

こ
の
自
由
神
学
校
で
も
、
ナ
ッ
プ
が
強
調
し
、
機
関
誌
が
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
か
ら
『
宗
教
』
へ
の
改
名
の
原
因
と
な
っ
た
、「
一
宗

派
、
一
門
流
に
偏
執
」
し
な
い
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
精
神
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
秋
か
ら
開
講
さ
れ
た
初
年
度

に
は
、
次
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
授
陣
で
講
義
が
行
わ
れ
た（

21
）

。

哲
学
的
、
並
に
歴
史
的
神
学
　
教
授
　
ク
レ
イ
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ

経
典
批
評
、
並
ニ
経
典
講
義
　
教
授
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
ア
イ
、
ロ
ー
レ
ン
ス

社
交
的
倫
理
学
　
　
　
　
　
　
講
師
　
ガ
レ
ッ
ト
、
ド
ラ
ッ
パ
ア
ー
ズ

基
督
教
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
ダ
ブ
ル
ユ
ー
、
エ
ス
、
リ
ス
カ
ム

倫
理
学
の
原
理
　
　
　
　
　
　
講
師
　
ジ
ヨ
ン
、
エ
ツ
チ
　
ウ
イ
グ
モ
ア

説
教
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
金
森
通
倫

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
も
ち
ろ
ん
、「
基
督
教
歴
史
」、「
説
教
学
」
が
教
授
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
「
経
典
批
評
」
と
か
「
倫
理
学
」

な
ど
、
近
代
の
科
学
や
学
問
を
意
識
し
た
科
目
が
比
較
的
多
く
あ
り
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
校
と
は
著
し
い
対
比
を
な
し
て
い
る
。

翌
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
度
か
ら
は
、
教
授
陣
に
、
金
森
通
倫
に
代
わ
っ
て
大
西
祝
と
佐
治
実
然
が
入
っ
て
い
る

（
22
）

。
初
年
度
開
講

さ
れ
な
か
っ
た
「
比
較
宗
教
学
」
に
相
当
す
る
科
目
と
し
て
「
東
洋
諸
宗
教
学
」
を
佐
治
実
然
が
担
当
し
、「
倫
理
学
」「
哲
学
」
を
大
西

明治キリスト教と宗教多元主義の諸問題
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祝
が
担
当
し
た
。
後
の
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）、
名
称
を
先
進
学
院
に
変
更
し
た
。

４
運
動
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム

運
動
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義

機
関
誌
の
発
刊
、
教
育
機
関
の
設
置
と
多
彩
に
運
動
を
展
開
し
た
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
三
月
、

手
狭
に
な
っ
た
京
橋
区
加
賀
町
の
本
部
を
、
芝
区
三
田
四
国
町
に
移
転
す
る
。
当
地
で
、
惟
一
館
（
現
在
の
友
愛
会
館
）
を
建
設
し
、
活
動

の
拠
点
と
し
た
。
惟
一
館
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
や
鹿
鳴
館
建
築
で
名
高
い
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
た
和
洋
折
衷
、
木
造
二
階
建
て

の
建
物
だ
が
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）、
大
正
大
震
災
に
よ
っ
て
組
織
が
解
散
す
る
ま
で
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
中
枢
と
し
て
機
能
し
た
。

さ
て
、
ナ
ッ
プ
は
一
回
目
の
来
日
を
�
調
査
�
と
�
対
話
�
（m

essenger

）
（
23
）

、
二
回
目
の
活
動
を
�
宣
教
活
動
�
（m

ission

）
（
24
）

と
位
置

づ
け
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
と
共
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
を
展
開
し
た
が
、
二
人
が
強
調
し
た
の
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
運
動
と
し
て

の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
し
て
紹
介
し
た
点
で
あ
る
。

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
は
自
由
主
義
の
運
動
で
あ
る

―
こ
の
主
張
に
よ
っ
て
日
本
の
知
識
人
の
間
で
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
が
歓
迎
さ
れ
た
。

福
澤
諭
吉
ら
明
六
社
系
の
知
識
人
た
ち
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
賛
同
し
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
極
端
に
言
え
ば
、

運
動
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
特
定
の
宗
派
に
所
属
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ナ
ッ
プ
は
、
宗
教
と
し
て
の
組
織
作
り
（
＝
教
会
形
成
）

を
二
の
次
に
考
え
た
ふ
し
が
あ
り
、
特
定
の
伝
統
に
固
執
し
た
道
徳
や
宗
教
を
超
え
た
、
ひ
と
つ
の
運
動
で
あ
る
と
た
え
ず
宣
伝
し
て
い

る
。
ま
た
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
来
日
の
目
的
が
諸
宗
教
の
比
較
研
究
に
よ
る
相
互
理
解
で
あ
る
と
か
、
教
義
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

等
々

―
宣
教
活
動
よ
り
も
調
査
や
研
究
が
重
視
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
必
然
で
あ
ろ
う
。

ナ
ッ
プ
は
、
特
定
の
宗
教
伝
統
を
日
本
に
輸
出
し
た
り
、
日
本
固
有
の
特
性
を
廃
棄
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
科
学
的
な
知
の
発
達

に
よ
っ
て
、
日
本
独
自
の
進
化
を
促
す
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
運
動
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
信
徒
に
な
っ
た
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者
だ
け
で
な
く
、
佐
治
実
然
や
中
西
牛
郎
な
ど
の
仏
教
徒
も
含
め
る
か
た
ち
で
�
知
的
サ
ー
ク
ル
�
と
し
て
進
展
す
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
教
会
（
チ
ャ
ー
チ
）
組
織
で
あ
る
「
日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
」
の
設
立
の
主
意
の
な
か

で
も
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
宗
教
運
動
と
捉
え
て
い
る
。
長
く
な
る
が
引
用
し
た
い
。

抑
も
教
会
設
立
部
の
主
意
と
す
る
処
は
、
近
世
に
於
て
最
も
発
達
し
た
る
、
哲
学
、
科
学
の
上
に
基
礎
を
置
き
、
以
て
神
人
の
関
係
、

人
心
の
意
向
、
行
為
を
整
理
改
良
せ
し
む
る
に
あ
り
、
約
言
す
れ
ば
、
合
理
的
宗
教
の
研
究
並
に
其
実
行
を
奨
励
し
、
以
て
心
霊
の
開
発

伸
張
を
図
る
に
在
る
な
り
、
之
れ
か
為
に
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
教
徒
は
頗
る
寛
容
の
意
見
を
抱
き
、
古
今
東
西
の
諸
宗
教
を
交
友
と
し
て

歓
迎
し
、
漫
り
に
他
教
を
貶
せ
す
、
排
せ
す
、
凡
そ
真
理
の
存
す
る
処
生
命
の
存
す
処
に
は
、
喜
ん
で
腕
臂
を
延
は
し
、
之
れ
を
追
求
し

て
止
ま
さ
る
な
り
、
今
や
欧
米
に
於
て
光
輝
最
も
燦
爛
た
る
「
キ
リ
ス
ト
」
教
は
幾
多
の
時
代
、
幾
多
の
変
遷
を
経
、
改
俊
切
磋
の
功
を

積
で
、
漸
く
今
日
の
形
状
と
な
り
た
る
を
知
る
、
東
洋
の
儒
仏
二
教
豈
又
獨
り
然
ら
さ
ら
ん
や
、
其
民
に
接
し
其
国
に
入
り
、
諸
の
時
代

諸
の
変
遷
を
経
過
せ
ば
、
或
は
其
状
彼
の
欧
米
に
於
け
る
「
キ
リ
ス
ト
」
教
の
如
く
な
ら
さ
る
を
期
す
へ
か
ら
す
、
そ
れ
然
り
、「
キ
リ

ス
ト
」
教
も
亦
近
年
東
洋
に
渡
来
し
て
よ
り
以
来
、
未
だ
幾
許
な
ら
ず
し
て
、
其
思
想
に
変
遷
の
徴
候
を
見
る
は
実
に
著
し
き
も
の
な
り
、

元
来
東
洋
に
は
東
洋
固
有
の
思
想
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
」
教
が
此
の
思
想
に
触
れ
て
今
一
層
の
開
発
を
促
さ
す
と
云
を
得
ん
や
、
茲
に
於

て
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
教
徒
は
如
此
宗
教
的
運
動
の
起
ら
ん
事
を
企
望
す
る
も
の
な
り
、
総
へ
て
の
宗
教
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
触

れ
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
に
触
れ
し
め
、
以
て
心
霊
的
最
上
の
開
発
進
歩
を
計
ら
ん
と
す
る
な
り
、
只
た
恐
る
其
間
諸
の
迷
妄
加
は
り
謬
説
行

は
る
ゝ
に
及
ん
て
は
、
却
て
万
功
を
一
実
に
欺
く
事
を
、
故
に
彼
の
チ
ヤ
ン
ニ
ン
グ
氏
が
云
は
れ
し
如
く
「
人
間
最
上
の
制
裁
力
た
る
道

理
に
憑
拠
し
、
鋭
利
な
る
批
評
学
に
由
り
、
普
く
真
理
を
闡
発
し
て
、
人
生
の
指
碇
を
定
め
ん
」
と
す
る
な
り
、
巳
に
此
の
主
義
を
以
て

立
つ
、
彼
の
専
断
な
る
教
権
に
依
る
者
と
は
勢
ひ
戦
は
さ
る
を
得
ず
、
迷
霧
妄
信
の
巷
に
彷
ふ
者
に
は
之
れ
を
開
い
て
其
光
輝
を
仰
か
し

め
さ
る
を
得
さ
る
な
り

（
25
）
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た
し
か
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
は
、「
哲
学
、
科
学
の
上
に
基
礎
を
置
き
」、「
専
断
な
る
教
権
に
依
」
ら
な
い
自
由
の
運
動
で
あ
る
。

「
頗
る
寛
容
の
意
見
を
抱
き
、
古
今
東
西
の
諸
宗
教
を
交
友
と
し
て
歓
迎
し
、
漫
り
に
他
教
を
貶
せ
す
、
排
せ
す
、
凡
そ
真
理
の
存
す
る

処
生
命
の
存
す
処
に
は
、
喜
ん
で
腕
臂
を
延
は
し
、
之
れ
を
追
求
し
て
止
ま
さ
る
」
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
し
て
の
側
面
は
、
宗
教
間

の
対
立
・
衝
突
・
闘
争
と
い
っ
た
状
況
を
眼
前
し
た
場
合
、
そ
う
し
た
状
況
を
調
停
す
る
必
要
不
可
欠
の
視
座
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

側
面
の
み
推
し
進
め
て
し
ま
う
と
、
現
実
の
宗
派
と
し
て
、
ま
た
教
会
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
拡
大
・
発
展
に
と
っ
て
は
妨
げ
に

な
っ
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
教
派
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
組
織
の

発
展
を
目
指
す
方
向
と
自
由
へ
の
衝
動
と
い
う
方
向
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
の
対
立
と
拮
抗
は
、
常
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
歴
史
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
会
と
い
う
枠
を
飛
び
出
し
、
自
由
が
優
勢
の
時
は
、
社
会
的
影
響
力
は
強
ま
る
も
の
の
、
組
織
と
し
て
は
弱
体
化

し
て
し
ま
う
。
ま
た
そ
の
逆
に
組
織
と
し
て
強
ま
る
と
、
教
会
形
成
に
専
念
す
る
あ
ま
り
、
社
会
的
影
響
力
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
停
滞

し
て
し
ま
う
傾
向
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
活
動
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。

「「
キ
リ
ス
ト
」
教
も
亦
近
年
東
洋
に
渡
来
し
て
よ
り
以
来
、
未
だ
幾
許
な
ら
ず
し
て
、
其
思
想
に
変
遷
の
徴
候
を
見
る
は
実
に
著
し

き
も
の
な
り
、
元
来
東
洋
に
は
東
洋
固
有
の
思
想
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
」
教
が
此
の
思
想
に
触
れ
て
今
一
層
の
開
発
を
促
さ
す
と
云
を
得

ん
や
、
茲
に
於
て
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
教
徒
は
如
此
宗
教
的
運
動
の
起
ら
ん
事
を
企
望
す
る
も
の
な
り
、
総
へ
て
の
宗
教
を
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
時
代
に
触
れ
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
に
触
れ
し
め
、
以
て
心
霊
的
最
上
の
開
発
進
歩
を
計
ら
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
、
即
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
い
う
団
体
に
所
属
す
る
こ
と
、
信
徒
と
な
る
こ
と
も
意
味

し
な
い
。

54



例
え
ば
、
ナ
ッ
プ
が
慶
応
義
塾
に
紹
介
し
た
三
人
の
米
国
人
教
授
も
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
か
ら
も
「
実
質
上
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
と
言
わ
れ

た
が
、
実
際
に
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
で
は
な
か
っ
た

（
26
）

。

雑
誌
『
日
本
人
』
の
「
ナ
ッ
プ
氏
の
国
粋
論
」
と
題
し
た
論
の
中
で
、
ナ
ッ
プ
は
あ
る
日
本
人
女
性
の
「
父
を
去
て
耶
蘇
に
帰
す
る
を

得
な
い
」
と
い
う
話
を
取
り
上
げ
、
ナ
ッ
プ
は
「
余
も
亦
父
を
離
れ
ず
と
云
は
ん
」
と
述
べ
、
改
宗
の
必
要
な
し
、
と
答
え
て
い
る

（
27
）

。
こ

う
し
た
ナ
ッ
プ
の
考
え
は
主
筆
で
あ
り
保
守
派
の
論
客
で
あ
る
志
賀
重
昂
を
喜
ば
せ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

宗
教
儀
礼
に
関
し
て
も
「
洗
礼
式
と
ロ
ー
ド
サ
ッ
パ
ー
式
の
如
き
に
至
り
て
は
、
吾
人
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
の
認
め
て
以
て
必
要
と
せ

さ
る
所
な
り

（
28
）

」
と
断
言
し
、
簡
素
な
礼
拝
の
み
実
施
し
た
。
礼
拝
で
は
、『
聖
書
』
は
使
用
さ
れ
ず
、『
礼
拝
提
要
』
が
用
い
ら
れ
た
。
ナ

ッ
プ
に
よ
る
と
「
宗
教
書
類
中
其
最
良
な
る
も
の

（
29
）

」
を
集
め
た
の
が
『
礼
拝
提
要
』
で
あ
り
、「
独
り
基
督
教
の
経
典
の
み
な
ら
ず
、
東

洋
の
有
ゆ
る
神
聖
な
る
書
中
よ
り
其
最
良
な
る
も
の
を
抜
粋
せ
る
も
の
」
し
た
聖
典
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
の
は

「
孔
子
、
老
子
、
釈
迦
等
の
書
類
に
於
て
宗
教
的
精
神
の
尤
も
高
尚
な
る
格
言
、
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
の
抜
粋
、
印
度
本
源
の
抜
書
等
総
て
其

中
に
在
」
る
も
の
で
、
惟
一
館
は
万
教
一
致
の
象
徴
と
さ
れ
た
が
、
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え
出
そ
う
と
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
側
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
し
か
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
宗
派
を
問
題
に
し
な
い
姿
勢
が
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
者
の
一
つ
の
特
徴
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状

況
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
宗
派
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
信
徒
が
育
成
さ
れ
た
り
、
信
徒
数
が
増
え
る
は
ず
が
あ
り
え
な
い
。
た
し
か

に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
人
々
は
集
ま
っ
た
が
、
信
仰
者
と
し
て
教
会
（
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
）
に
と
ど
ま
っ
た
人
物
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

宗
教
倶
楽
部

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
を
揶
揄
し
た
人
物
の
一
人
が
ア
ナ
キ
ス
ト
の
幸
徳
秋
水
で
あ
る
。
彼
は
『
日
刊
平
民
新
聞
』

で
「
佐
治
、
平
井
、
神
田
、
岸
本
、
豊
崎
の
諸
氏
、
皆
仏
教
若
し
く
は
基
督
教
よ
り
転
ぜ
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
会
員
」

（
30
）

と
そ
の
あ
り
様
を
批
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判
し
た
。
安
部
磯
雄
は
、
同
新
聞
の
第
五
四
号
の
中
で
、
幸
徳
に
次
の
よ
う
な
反
論
を
加
え
て
い
る
。

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
以
て
基
督
教
徒
と
別
物
の
如
く
見
る
は
如
何
と
存
じ
候
。
元
来
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
宗
教
倶
楽
部
と
見
る
べ
き
も
の
に

て
教
会
に
は
あ
ら
ず
候
。
小
生
は
明
治
二
十
二
年
以
来
岡
山
基
督
教
会
に
籍
を
置
く
も
の
に
て
今
日
も
其
通
り
に
御
座
候

（
31
）

。

安
部
の
反
論
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
は
教
会
で
は
な
く
、
協
会
（
＝
「
宗
教
倶
楽
部
」）
で
あ
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
る
こ
と
と
、

キ
リ
ス
ト
教
信
徒
で
あ
る
こ
と
は
両
立
可
能
と
の
主
張
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
安
部
の
い
う
「
宗
教
倶
楽
部
」
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
協
会
」（association

）
と

「
教
会
」（church

）
の
問
題
で
あ
る
。
元
来
、
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
協
会
と
は
、
複
数
の
チ
ャ
ー
チ
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
は
ず
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
チ
ャ
ー
チ
の
形
成
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
安

部
の
よ
う
な
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
教
会
に
は
あ
ら
ず
」
と
い
う
発
想
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
、「
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
」
と
い
う
教
会
組
織
を
形
成
し
た
が
、
現
実
に
は
、
教
会
を
統
合
す

る
協
会
と
し
て
の
側
面
・
運
動
が
強
調
さ
れ
、
宗
派
と
し
て
の
宗
教
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
点
は
否
め
な
い
。
ま
た
木
下
と
安
部
の

や
り
と
り
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
の
一
宗
派
と
い
よ
り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
限
ら
れ
な
い
複
数

の
宗
教
の
信
仰
者
を
統
合
す
る
一
つ
の
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
「
至
善
界
を
発
達
の
理
想
と
な
し
、
科
学
的
知
識
に
基
き
、
各
人
を
し
て
自
由
に
討
究
せ
し
め

て
、
日
本
国
民
の
発
達
を
計
る
を
以
て
目
的
と
な
す
も
の

（
32
）

」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
は
、
そ
の
後
安
部

磯
雄
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
の
社
会
主
義
運
動
や
鈴
木
文
治
の
「
友
愛
会
」
な
ど
、
社
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
か
ら
は
、『
六
合
雑
誌
』
を
『
宗
教
』
と
合
併
さ
せ
て
、
そ
れ
を
機
関
誌
化
し
、
論
壇
に
も
重
要
な
一
翼
を
占
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め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
後
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）、
内
ヶ
崎
作
三
郎
が
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
牧
師
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
名
を
統
一
基
督
教
会

と
改
名
し
た
。
日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
も
統
一
基
督
教
弘
道
会
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
期
に
な
っ
て
、
再
び
キ
リ
ス
ト
教

の
一
宗
派
と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
戻
り
、
教
会
活
動
を
重
視
し
て
い
く
。

５
　
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
か

―
宗
教
研
究
へ
の
専
心

先
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
が
自
派
の
活
動
を
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
し
て
強
調
し
た
点
を
確
認
し
た
が
、
宗
派
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、

有
象
無
象
の
様
々
な
宗
教
人
が
集
っ
て
く
る
と
、
当
然
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
の
側
面
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本

部
と
し
て
用
い
ら
れ
た
惟
一
館
は
万
教
一
致
の
象
徴
と
さ
れ
、
礼
拝
で
は
経
典
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
使
用
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
は

キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と
す
る
万
教
一
致
が
当
然
視
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
か
」

と
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
機
関
紙
『
宗
教
』
に
お
い
て
も
、
た
び
た
び
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

は
基
督
教
な
る
か
」
と
い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
内
部
か
ら
も
反
省
が
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
反
省
が
な
さ
れ
る
と
、

今
度
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
内
の
仏
教
徒
た
ち
は
、
そ
の
立
場
が
な
く
な
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
事
件
が
の
一
つ
が
、
一
八
九
五
年
（
明

治
二
八
）
に
起
こ
っ
た
仏
教
徒
・
中
西
牛
郎
の
脱
会
宣
言
で
あ
っ
た
。

中
西
牛
郎
の
脱
会

中
西
牛
郎
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
二
月
三
日
付
で
脱
会
の
辞
表
を
出
し
、
そ
の
理
由
を
、
同
年
三
月
の
『
宗
教
』
に
、「
マ
ッ

コ
レ
ー
君
に
与
へ
て
ユ
教
に
関
す
る
疑
義
を
質
す
る
書
」
と
し
て
公
表
し
た
。
中
西
は
も
と
も
と
、
仏
教
の
優
越
性
を
確
信
し
て
ユ
ニ
テ

リ
ア
ン
に
加
入
し
た
人
物
で
あ
る

（
33
）

。
中
西
に
よ
れ
ば
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
伝
統
的
な
正
統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
「
一
層
広
潤
、
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一
層
自
由
な
る
基
礎
の
上
に
立
て
、
現
在
及
び
将
来
の
進
歩
に
適
す
べ
き
一
統
宗
教
を
建
設
」

（
34
）

す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質
を
認
め
、
評
価

し
て
い
た
。
ゆ
え
に
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
と
も
矛
盾
な
く
両
立
す
る
も
の
と
み
て
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
に
入
会
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う

も
実
状
は
そ
う
で
は
な
い
。
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
が
正
統
派
の
キ
リ
ス
ト
教
の
、
進
歩
の
途
上
に
お
け
る
一
つ
の
状
態
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
仏
教
徒
と
し
て
は
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
、
脱
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

中
西
の
疑
義
に
対
し
て
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
宗
教
運
動
の
根
本
は

「
第
一
は
宗
教
上
の
問
題
に
対
す
る
自
由
の
討
究
第
二
は
宗
教
々
理
の
真
偽
を
判
別
す
る
に
一
に
人
類
の
理
性
に
拠
る
べ
き
こ
と
第
三
は

人
類
の
価
値
を
証
す
べ
き
も
の
と
し
て
教
会
若
し
く
は
同
働
教
友
が
終
局
の
基
礎
と
し
て
力
を
道
義
の
上
に
致
す
べ
き
こ
と

（
35
）

」
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
仏
教
徒
に
し
て
人
類
を
正
義
慈
愛
の
法
則
の
下
に
導
き
誠
力
を
之
が
改
善
に
致
さ
ん
と
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
彼
は
真
個
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
教
徒
の
教
友
と
し
て
同
働
す
る
こ
と
を
得
べ
し

（
36
）

」
と
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
徒
で
も
構
わ
な
い
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
徒
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
教
友
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
西
は
、
そ

れ
ま
で
勤
め
て
い
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
先
進
学
院
に
お
け
る
講
義
こ
そ
継
続
す
る
も
の
の
、
雑
誌
『
宗
教
』
の
編
集
の
任
な
ど
は
辞

退
し
た
。ユ

ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
か
ら
の
批
判

な
お
、
こ
の
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
の
回
答
を
読
ん
だ
、
同
じ
自
由
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
の
機
関
誌
『
宇
宙
神
教
』
の

記
者
は
、「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
宗
教
と
言
は
ん
よ
り
は
宗
教
研
究
の
一
方
法
と
言
ふ
べ
き
も
の
た
る
や
明
白
な
り

（
37
）

」
と
批
判
し
て
い

る
。「
神
人
の
関
係
」
を
顧
み
な
い
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
主
張
に
従
え
ば
、
無
神
論
者
で
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
「
彼
我
異
同
の
弁
」
と
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
題
ど
お
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
ユ

ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
は
似
て
は
い
る
け
ど
れ
ど
、「
神
人
の
関
係
」
の
温
度
差
に
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
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も
っ
と
も
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
を
「
宗
教
と
言
は
ん
よ
り
は
宗
教
研
究
の
一
方
法
」
と
み
な
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
の
批
判
に
対
し
て

も
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
応
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
運
動
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
組
織
と
し
て
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
と
を
た
て

分
け
た
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
宗
教
研
究
の
方
法
た
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
、
此
の
方
式
に
よ
り
得
た
る
結
果
即
ち
合
理
的
信
念
を

基
礎
と
し
て
社
会
に
運
動
せ
ん
と
す
る
団
体
、
即
ち
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
と
は
自
ら
別
物

（
38
）

」
で
あ
る
、
と
の
言
い
方
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
両
者
を
分
け
る
の
は
、
か
な
り
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
が
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
だ
け
は
理
解
で
き
る
。「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
悉
く
宗
教
専
攻
の
学
者
の
如
く

単
に
諸
宗
教
を
研
究
し
て
自
然
の
法
則
を
発
見
せ
ん
こ
と
を
以
て
目
的
と
な
す
に
あ
ら
ず
、
合
理
的
信
念
を
得
ん
が
為
の
一
手
段
と
し
て

此
を
研
究
す
る
に
過
ぎ
ず

（
39
）

」。
こ
こ
に
、
価
値
中
立
的
に
眺
め
る
・
観
察
す
る
・
記
述
す
る
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
研
究
者
と
、
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
と
の
相
違
が
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
宗
教
研
究
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

自
由
に
宗
教
を
探
求
す
る
人
は
み
な
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

中
西
の
騒
動
を
経
て
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
を
キ
リ
ス
ト
教
の
一
形
態
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
宗
教
研
究
の
方

向
と
位
置
づ
け
る
が
、
そ
の
後
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
を
超
越
す
る
方
向
へ
ふ
た
た
び
ラ
デ
ィ
カ
ル
化
す
る
。

ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
て
ふ
名
辞
を
以
て
一
括
せ
ら
れ
た
る
方
式
に
よ
り
て
得
た
る
信
念
を
有
す
る
人
こ
れ
を
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
称
す
る

な
り
。
而
し
て
其
信
念
に
至
り
て
は
如
何
に
相
違
す
る
所
あ
る
も
決
し
て
之
に
干
渉
す
る
こ
と
な
し

（
40
）

。

こ
れ
は
、
前
述
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
か
ら
の
批
判
に
対
し
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
が
応
答
し
た
翌
月
の
『
宗
教
』
の
社
説
の
言
葉
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
由
に
科
学
的
に
宗
教
を
探
求
す
る
人
は
み
な
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
無
神
論
と
い
え
ど
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も
仏
教
の
よ
う
な
形
態
も
あ
る
か
ら
、
一
概
に
否
定
で
き
な
い
と
し
、
有
神
論
、
無
神
論
の
違
い
も
超
え
て
い
こ
う
と
す
る
主
張
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る

（
41
）

。「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
か
」

―
反
省
を
含
め
な
が
ら
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
常
に
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
揺
れ
を
経
験
す
る
が
、
非
キ
リ
ス
ト
教
化
へ
の
動
き
は
加
速
す
る
。
そ
の
一
つ
の
頂
点
が
、
仏
教
徒
・
佐
治
実
然
の
会
長
就
任

で
あ
る
。
佐
治
の
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
会
長
へ
の
就
任
は
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
帰
国
後
の
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
だ
が
、
翌
年
、

幸
徳
秋
水
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
安
部
磯
雄
の
「
宗
教
倶
楽
部
」
と
の
自
己
規
定
の
発
言
が
出
て
く
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
、

日
本
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
が
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
と
か
仏
教
と
か
い
っ
た
宗
教
の
違
い
を
超
え
た
こ
と
を
世
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
結
果
と
な

っ
た
。

佐
治
が
会
長
の
時
代
、
更
に
宗
教
の
客
観
的
討
究
や
比
較
研
究
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
と

か
仏
教
徒
か
そ
う
い
っ
た
議
論
を
超
え
、
あ
た
か
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
運
動
は
、
学
者
中
心
の
研
究
者
集
団
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）『
日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
年
報
』
明
治
二
五
年
、
二
頁
。

（
２
）
清
岡
暎
一
編
集
・
翻
訳
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
よ
り
の
新
資
料
―
』（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
三
年
）、
和
文
一
〇
頁
、
英

文pp.11.

（
３
）『
福
沢
諭
吉
全
集
』
一
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
七
二
頁
。
明
治
二
〇
年
一
〇
月
一
三
日
付
福
沢
一
太
郎
宛
書
簡
。
同
年
一
一
月
九
日

付
書
簡
で
も
「
過
般
は
ナ
ッ
プ
氏
方
へ
二
週
日
計
滞
留
、
日
本
の
事
情
言
語
の
事
共
話
し
、
同
家
内
君
も
至
て
深
切
な
る
よ
し
、
何
れ
近
々
日
本

へ
参
候
上
は
面
会
可
致
、
又
日
本
語
教
師
を
本
塾
よ
り
云
々
の
義
も
、
い
才
承
〔
知
〕
致
候
」
と
あ
る
。

（
４
）
会
田
倉
吉
「
宣
教
師
ナ
ッ
プ
と
福
沢
諭
吉
」、『
史
学
』
第
二
七
巻
２，

３
号
、
一
九
五
四
年
、
二
〇
六
頁
。
明
治
二
〇
年
一
一
月
九
日
付
福
沢
一
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太
郎
宛
書
簡
（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
一
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
七
六
頁
）
で
も
「
過
般
は
ナ
ッ
プ
氏
方
へ
二
週
日
計
滞
留
、
日
本
の

事
情
言
語
の
事
共
話
し
、
同
家
内
君
も
至
て
深
切
な
る
よ
し
、
何
れ
近
々
日
本
へ
参
候
上
は
面
会
可
致
、
又
日
本
語
教
師
を
本
塾
よ
り
云
々
の
義

も
、
い
才
承
〔
知
〕
致
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
福
沢
一
太
郎
が
ナ
ッ
プ
の
家
に
出
向
い
て
、
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
日
本
の
事
情
を
教

え
た
り
、
福
沢
諭
吉
も
来
日
の
後
の
世
話
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

（
５
）『
時
事
新
報
』
一
八
八
七
年
一
二
月
一
六
日
。R

ussel
E
.M
iller,T

he
L
arger

H
ope:T

he
Second

C
entury

of
the
U
niversalist

C
hurch

in
A
m
erica

1870-1970,
B
oston:U

nitarian
U
niversalist

A
ssociation,1985,pp.420.

送
別
会
に
お
け
る
福
澤
捨
次
郎
の
演
説
は
リ
ベ
ラ
ル

な
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）
遠
島
欽
二
『
人
生
の
苦
悩
を
脱
す
る
力
』
中
央
出
版
社
、
大
正
一
四
年
、
一
六
頁
。

（
７
）『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
八
巻
、
五
〇
〇
頁
。
明
治
二
三
年
一
一
月
一
八
日
付
福
沢
捨
次
郎
宛
書
簡
。
な
お
送
別
会
の
開
か
れ
た
日
は
一
一
月
一

四
日
で
あ
る
。

（
８
）
福
澤
諭
吉
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
雑
誌
に
寄
す
」、『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
一
、
一
八
九
〇
年
三
月
、
一
九
―
二
一
頁
。

（
９
）
ナ
ッ
プ
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
之
教
義
」
は
一
八
八
八
年
五
月
一
三
日
の
『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、『
交
詢
雑
誌
』
二
九
四
（
一
八
八
八

年
五
月
一
八
日
）
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
な
り
多
数
印
刷
配
布
さ
れ
た
。

（
10
）
ナ
ッ
プ
「
余
が
日
本
に
来
遊
せ
る
旨
趣
を
述
ぶ
」、『
日
本
人
』
四
、
一
八
八
八
年
五
月
五
日
。
こ
れ
も
あ
る
会
合
で
な
さ
れ
た
演
説
要
旨
で
あ
る
。

（
11
）S

ix
ty
-th
ird
A
n
n
iv
ersary

of
th
e
A
m
erican

U
n
itarian

A
ssociation

w
ith
th
e
A
n
n
al
R
ep
ort
of
th
e
B
oard

of
D
irectors,

B
oston,A

m
erican

U
nitarian

A
ssociation,1888,pp.31-36.

（
12
）Ibid.

（
13
）
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
は
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
有
力
な
支
援
者
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
活
動
か
ら
手

を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
中
村
正
直
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
に
亡
く
な
り
、
精
力
的
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
支
援
し
て
い
た
徳
川
義

礼
侯
爵
も
支
援
グ
ル
ー
プ
か
ら
離
脱
す
る
。
ま
た
拝
外
主
義
と
反
キ
リ
ス
ト
教
の
風
潮
か
ら
金
子
堅
太
郎
や
矢
野
文
雄
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
距
離
を

お
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
病
気
の
た
め
ナ
ッ
プ
が
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
帰
国
す
る
。
社
交
的
な
ナ
ッ
プ
の
帰
国
は
、
彼
の
人

柄
が
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
る
。

（
14
）（
11
）
に
同
じ
、pp.65.

（
15
）
蛯
名
賢
造
『
札
幌
農
学
校：

ク
ラ
ー
ク
と
そ
の
弟
子
達
』
図
書
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。
大
島
正
健
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
新
地

書
房
、
一
九
九
一
年
。

明治キリスト教と宗教多元主義の諸問題

61



（
16
）（
11
）
に
同
じ
、pp.65.

（
17
）
参
考
ま
で
に
、『
宗
教
』
創
刊
号
（
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
一
一
月
）
の
「
目
次
」
も
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

社
説天

下
ノ
宗
教
ハ
皆
交
友
ナ
リ

論
林自

由
神
学
及
ビ
自
由
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヰ
リ
ア
ム
、
ア
イ
、
ロ
ー
レ
ン
ス

説
教
ト
演
舌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
森
通
倫

道
ハ
一
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
佐
一
郎

宗
教
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
通
一

一
大
迷
信
打
破
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
　
　
　
　
　
　
平
井
貞
一
郎

流
俗
宗
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
太
郎

伝
記ゼ

ー
ム
ス
、
ラ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー
ウ
エ
ル
氏
ノ
伝

祝
辞宗

教
の
発
刊
ヲ
祝
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
早
苗

叢
談余

輩
ハ
何
故
ニ
一
神
信
者
ナ
ル
？
、
有
神
論
ノ
価
値
、
玄
妙
、「
宗
教
」
ヲ
餞
ス
、
其
他

雑
録冷

々
語
叢
、
基
督
教
新
聞
福
音
新
報
ト
自
由
基
督
教
、
仏
教
徒
ノ
奮
発
、
其
他

雑
誌
『
宗
教
』
の
頁
数
も
、
創
刊
号
は
ち
ょ
う
ど
五
〇
頁
で
あ
る
。

（
18
）T
he
U
nitarian

M
ovem

ent
in
Japan,Sketches

of
the
L
ives

and
R
eligions

W
ork
of
T
en
R
epresentative

japanese,

一
九
〇
〇
年
、

日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
協
会
、
同
書
の
な
か
の‘Sketch

of
the
L
ife
of
Jitsunen

Saji’
,pp.16-22.

（
19
）（
１
）
に
同
じ
、
七
一
頁
。
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（
20
）
右
に
同
じ
、
七
〇
頁
。

（
21
）
右
に
同
じ
、
七
六
頁
。

（
22
）『
日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
第
二
回
年
報
』
明
治
二
六
年
、
五
八
―
五
九
頁
、
六
二
頁
。

（
23
）K

napp

は
来
日
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。T

he
errand

of
U
nitarianism

in
Japan

is
based

upon
the
now

fam
iliar

idea
of
the

‘sym
pathy

of
religions’.W

ith
the
conviction

that
w
e
are
m
essengers

of
distinctive

and
valueable

truths
w
hich

have
not
here

been
em
phasized,and

that
in
return

there
is
m
uch

in
your

fatih
and

life
w
hich

to
our
harm

w
e
have

not

em
phasized

receive
us
not
as
theologcal

propagandaists
but
as
m
essengers

of
the
new

gospel
of
hum

an
brotherhood

in

th
e
relig

iou
s
life
of
m
an
k
in
d
.
( T
he
U
nitarian

M
ovem

ent
in
Japan:Sketches

of
the
L
ives

and
R
eligious

W
ork

of
T
en

R
epresetative

japanese
U
nitarians,

日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
、
一
九
〇
〇
年
、
五
頁
。）

（
24
）（
11
）
に
同
じ
、,pp.65-66.

（
25
）（
１
）
に
同
じ
、
三
八
―
四
〇
頁
。

（
26
）
文
学
部
の
教
授
リ
ス
カ
ム
は
バ
プ
テ
ス
ト
派
、
理
財
学
の
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
は
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
、
法
律
学
の
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
監
督
派
に
所
属
し
て

い
た
。
宗
教
的
に
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
こ
と
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
は
微
妙
に
異
な
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
27
）『
日
本
人
』
二
二
号
、
明
治
二
二
年
二
月
、
二
二
―
二
三
頁
。

（
28
）
ア
ー
サ
ー
・
メ
イ
・
ナ
ッ
プ
、
�
ゆ
に
て
り
あ
ん
教
の
体
制
�
、『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
第
二
号
、
明
治
二
三
年
、
一
三
頁
。

（
29
）『
宗
教
』
第
七
号
、
明
治
二
五
年
五
月
、
十
五
頁
。

（
30
）『
日
刊
平
民
新
聞
』
第
五
二
号
（
明
治
三
四
年
三
月
一
九
日
）。

（
31
）『
日
刊
平
民
新
聞
』
第
五
四
号
（
明
治
三
四
年
三
月
二
一
日
）。

（
32
）
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
「
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
目
的
を
論
じ
て
世
人
の
誤
解
を
正
す
」、『
宗
教
』
第
四
四
号
、
明
治
二
八
年
六
月
、
三
二
八
―
三

二
九
頁
。

（
33
）
星
野
靖
二
「
中
西
牛
郎
の
宗
教
論
」、『
思
想
史
研
究
』
２
、
日
本
思
想
史
・
思
想
論
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
、
九
三
頁
。

（
34
）
中
西
牛
郎
「
マ
ッ
コ
レ
ー
君
に
与
へ
て
ユ
教
に
関
す
る
疑
義
を
質
す
る
書
」、『
宗
教
』
第
四
一
号
、
明
治
二
八
年
三
月
、
一
七
六
頁
。

（
35
）
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
「
答
中
西
牛
郎
君
書
」、『
宗
教
』
第
四
一
号
、
明
治
二
八
年
三
月
、
一
七
七
頁
。

（
36
）
右
に
同
じ
、
一
七
六
―
一
八
〇
頁
。

（
37
）「
彼
我
異
同
の
弁
」、『
宇
宙
神
教
』
四
の
九
、
一
八
九
五
年
五
月
、
二
四
二
頁
。
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（
38
）
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
「
日
本
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
目
的
を
論
じ
て
世
人
の
誤
解
を
正
す
」、『
宗
教
』
第
四
四
号
、
明
治
二
八
年
六
月
、
三
二
〇
頁
。

（
39
）
右
に
同
じ
、
三
二
二
頁
。

（
40
）
右
に
同
じ
、
巻
頭
の
社
説
。

（
41
）
こ
の
発
言
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
宣
教
師
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
を
驚
か
せ
た
。
同
じ
自
由
キ
リ
ス
ト
教
の
仲
間
と
考
え
て
い
た
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
か
ら
す
れ
ば
、

社
説
の
発
言
は
自
由
キ
リ
ス
ト
教
の
一
線
を
越
え
た
発
言
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
う
じ
け
　
の
り
お
・
委
嘱
研
究
員
）
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Liberal Religious Reformation in Japan : A Study of
Pluralistic Theology in the Unitarian Movement during
the Meiji Era (2)

Norio Ujike  

In this paper, I focus on the Unitarian movement during Japan’s Meiji Era, and attempt

to examine Unitarian thought and methods of their pluralistic theology. Both positive and

negative aspects of the Unitarian Mission are discussed in detail. This study hopes to

clarify religious pluralism.
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